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業績予想の修正等に関するお知らせ 

１．平成２１年３月期 第２四半期連結累計期間（平成２０年４月１日～９月３０日）の業績予想の修正 

第２四半期（平成２０年７月１日～９月３０日）の業績見通しを踏まえ、去る４月３０日に公表した連結業績予想

のうち第２四半期連結累計期間の業績予想を次のとおり修正します。 

         （単位：億円、％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（A） １，９００～２，１００ ５００～６００ ５００～６００ ３００～３５０

今回修正予想（B） ２，０４０ ６４０ ６２０ ３４０

増減額  （B－A） － － － －

増減率  （％） － － － －

前年同期実績 １，７１４ ４３６ ４２４ ２１１

<備 考> 

・ 主力のＦＰＤ用ガラスを中心に良好な需給環境の下堅調な業績を上げることができた第１四半期に対し

て、第２四半期は液晶用基板ガラスの主要得意先による生産調整の影響を受け減速しましたが、当第２

四半期連結累計期間の業績は、上表のとおり、前年同期を上回り、増収・増益となる見通しです。 

 

・ 第２四半期に関しては、上記生産調整に伴う需要の軟化や製品価格の下落に加え、原燃料価格の高騰、

減価償却費の増加などにより、当該四半期に係る予想レンジには及ばないものの、前年同期に比べ増

収・増益となる見通しです。 

 

２．平成２１年３月期 第３四半期（平成２０年１０月１日～１２月３１日）の見通し 

・ 上記生産調整が一巡した後、基板ガラス需要は回復に転じるものと思われますが、足元ではなお不透明

感が強く、楽観できない状況にあります。 

・ このような中、製品価格の下落をはじめ新設備立ち上げなどの利益圧迫要因が見込まれますが、生産性

の改善や諸費用の削減を通じて収益の確保を図ってまいります。 

・ 以上により、前年同期比較で、売上げは０％～＋１０％程度を、また営業利益は－５％～＋１５％程度を

予想しております。 

 

なお、事業環境の変化は激しく、先行きの需要や価格の動向に対する不透明感も増しているため、現時点では

通期の連結業績予想は据え置くことにいたします。 

 

上記の見通し数値は、現時点での合理的な判断によるものであり、実際の業績はこれらと異なる可能性があり

ます。 

以 上 
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